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研究成果の概要（和文）：アジアやアフリカの半乾燥地および湿潤地の貧困地域において、地域住民（特に社会
的弱者層）の主体的な参加により、「地域ポテンシャル（地域資源や在来知）」を発掘し、域内外の水平技術移
転に伴う接触複合や「暮らしの向上と資源・生態環境の保全の両立」を可能とする複数の管理技術や在地生業を
創発し、それらの幾つかを実際に対象地域の社会へと織り込んだ。
一連の取り組みは、従来の「ヒトvs自然」の認識や「問題発掘・問題解決型」の技術論から「ヒトも自然も」お
よび「潜在性発掘・活用・問題相殺」を基調とする実践的で包括的な新たな地域開発パラダイムの形成に向かっ
ている。

研究成果の概要（英文）：Under rapid expansion of population and human activities, semi-arid and 
sub-humid Asia and Africa are generally in areas where land degradation and poverty is inseparably 
linked. It goes to marginal/fragile environment and vulnerable people, such as elders, widows, 
handicapped and ethnic minorities.
This study, involving local communities, demonstrated some practical techniques and livelihood 
systems, which concurrently enables the improvement of people’s wel-being and ecosystems 
conservation. In the process, the combination of local resources, empirical knowledges and 
indigenous techniques are identified and utilized. Technology transfer within/between Asia and 
Africa brought useful insight and inspiration. A series of the initiatives may lead to a new 
practical and comprehensive paradigm of rural development, which is based on the recognition of “
human and nature”, not a conventional “humanity vs nature”.

研究分野：環境農学、地域開発論、土壌学、地域の在来知に学び、暮らしと生態系保全を両立する在地生業の創成の
研究。
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ハラ地域圏
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) アフロ・ユーラシア地域における貧困問
題：貧困問題は、依然として古くて新しい問
題である。ミレニアム開発目標（UNDP、
2000）では、極度の貧困と飢餓の撲滅（Goal1）
や環境の持続可能性の確保（Goal7）への国
際的行動の枠組みが示された。貧困地域の多
くは、サハラ以南アフリカと南アジアおよび
東南アジア内陸部に集中している。とりわけ、
サハラ以南アフリカは、砂漠化の最前線とし
て知られ、深刻なのは、地域民の生存を支え
る農耕や牧畜、薪炭採集などごく日常的な生
業活動により砂漠化問題や貧困問題が連鎖
していることである。貧困問題の解決に必要
なのは、具体的で実効ある対処技術やアプロ
ーチなどの「活動形」を示すことである。 
(2) 水平技術移転への注目：「活動形」を示す
には、どのような切り口があるだろうか？注
目されるのが「水平技術移転（あるいは南-
南移転）」である。生態環境が類似するアフ
ロ・ユーラシア半乾燥ベルトおよび湿潤ベル
トの農耕技術体系や在来技術群を発掘し、そ
れぞれにおける双方向的な水平技術移転と
適用可能性を探ることができる。 
(3) 社会的弱者層への注目：深刻な貧困にさ
らされているのは、社会的弱者層と呼ばれる
人々である。アフロ・ユーラシア地域では、
経済発展が進む一方で、都市域と農村域の人
口の偏在、慢性的な自然災害の発生、貧困格
差の増大、資源・生態環境の劣化などにより、
本来、地域社会が持っていた対処力や復元力
（社会・生態学的なレジリアンス）が失われ
つつある。より脆弱な状況へと追い込まれる
社会的弱者層に焦点をあてて、実効ある解決
策を探ることが必要である。 
 
２．研究の目的 
(1) アフロ・ユーラシア地域の貧困をめぐる
背景と問題の構造を明らかにする 
(2) 同地域の風土に根差す在来技術体系や技
術群の成立要件を明らかにする 
(3) 同地域での実証的試行を通じ、新規技術
の「在来化（受容・変容・継承・発展）」の 
プロセスとメカニズムを明らかにする 
(4) 移転技術のフィールド実証から双方向的
な水平技術移転アプローチ（方法論）を確立
する 
(5) 社会的弱者層の貧困削減に向けた生業多
様化や地域復元力への実効ある技術論を提
示する 
 
３．研究の方法 
研究対象地域をアフロ・ユーラシア半乾燥ベ
ルト（主に西アフリカ・サヘル地域：ブルキ
ナファソ、ニジェール、セネガル；北東アフ
リカ：スーダン；東アフリカ：ケニア；南ア
ジア：インド北西部；東アジア：中国）と湿
潤ベルト（主に東アフリカ：タンザニア；南
部アフリカ：ザンビア；南アジア：インド南
部とスリランカ、東南アジア：ベトナム中部

とインドネシア）に設定する。これらの地域
では、貧困問題や生態環境の劣化が深刻化し、
特に社会的弱者層（少数民族や経済的困窮世
帯）が潜在的かつ緩慢に進行する危機に直面
している。各対象地域で学術調査と応用実践
的なフィールドトライアルを組み合わせ、①
半乾燥ベルトでは、砂漠化対処技術（天水農
耕の技術改良、植林、土壌保全）の有用技術
の発掘と成立要件の解明、②湿潤ベルトでは、
在来の放牧性諸家畜飼養システムや屋敷林
システムを基調とする小農民技術の発掘と
成立要件の解明、③それぞれにおける双方向
水平移転の実証試験と地域住民による技術
評価、④社会的弱者層を視野範囲に据えた地
域支援アプローチの確立と提案、を行う。 
 
４．研究成果 
主要な調査地域であった西アフリカ（ニジェ
ールやブルキナファソ）での治安の悪化やイ
ンドでの高額紙幣の無効措置による経済的
混乱（これにより、本件の半年間の繰り越し
を余儀なくされた）などを経ながらも、以下
のような成果を上げた。 
(1) 半乾燥ベルトでの研究の成果：ニジェー
ルやブルキナファソでは、風食抑制と収量向
上を同時成立する砂漠化対処技術「耕地内休
閑システム」の開発と実証、水食抑制と生計
向上にむけた「アンドロポゴン草列」の開発
と普及、これらの技術普及のための社会ネッ
トワーク調査手法を組み込んだ技術普及法
の改良などを行った。セネガル北西部の牧畜
地帯でアフリカ連合（AU）などが主導する砂
漠化対処国際プロジェクト「緑の長城計画
（GGWISS）」の活動サイトに適用すべく、イ
ンド半乾燥地の畜力牽引農具を利用する荒
廃草地の修復および土壌水の保全や飼料作
物の栽培、ブルキナファソの在来技術ザイを
活用する苗木の植栽、植林を目的化しない
「飼料木の林づくり」などの複数の実践技術
の発案を行った。同国中西部で現地 NGO とと
もに、農耕地帯での水食（水による土壌侵食
対策）と生計向上を目的とする「アンドロポ
ゴン草列」のフィールド試験を実施した。中
国・楡林市近郊の黄土高原で古農法によるア
ワ作の再現試験を引き続き行った。インド北
西部のハリヤナ州やラジャスタン州での在
来農法や農具のインベントリーをまとめた。 
(2) 湿潤ベルトでの研究の成果：タンザニア
東部・ウルグル山域で、樹木性・永年性香辛
料作物を軸とする屋敷林システの強化や樹
園地の形成により居住域と自然林との間に
緩衝帯（タンザニア版里山）をつくり、暮ら
しの向上と生態系保全の両立する可能性調
査と社会的弱者層（老齢者や寡婦世帯）に向
けた「コミュニティ年金」の仕組みの設計を
行った。タンザニア島嶼部ザンジバルでは都
市化と農業開発に伴う地下水汚染の実態を
明らかにした。インド南部の山間地域で、カ
ルダモン栽培と森林植生の親和性に関する
実態調査を行い、その知見の一部をタンザニ



ア東部での香辛料作物栽培システムの強化
に活用した。ベトナム・フエ市近郊では、協
力農家（山岳少数民族）とともに放牧性小家
畜（在来ミニブタ、ホロホロ鳥、蜜蜂）飼養
を在来生業システムに複合させる実証試験
と社会実装を行った。また、これらの収益を
極貧困世帯の児童生徒の学習支援活動や障
がい者授産施設の取り組みへと還流する仕
組みをつくり定着させた。 
(3) 国内外での学術賞：①SOStierra2017 優
秀論文賞（2017 年、小林ら）、②Tropical 
Agriculture and Development 誌・2015 年最
優秀論文賞（2015 年、樋口ら）、③第 25回日
経地球環境技術賞・優秀賞（2015 年、田中・
伊ヶ崎・真常ら、2015 年）、④第 41回日立環
境財団環境賞・環境大臣賞（2014 年、田中・
伊ヶ崎・真常ら）、⑤EMASSA-2014 ベストペ
ーパー賞（2014 年、宮嵜・田中ら）、⑥20th 
World Congress of Soil Science 優秀発表賞
（2014 年、伊ヶ崎・真常・田中ら）、⑦20th 
World Congress of Soil Science ベストポス
ター賞（2014 年、真常・伊ヶ崎・田中ら）、
⑧日本沙漠学会ベストポスター賞（2014 年、
田中ら）、⑨日本土壌肥料学会奨励賞（2014
年、伊ヶ崎）、⑩日本農学会第 13回日本農学
進歩賞（2014 年、伊ヶ崎）、⑪日本沙漠学会
ベストポスター賞（2013 年、宮嵜・田中ら）、
⑫日本土壌肥料学会 SSPN Award 2012（2013
年、伊ヶ崎・真常・田中ら）．⑬日本国際開
発学会 優秀ポスター発表賞（2013 年、田中・
伊ヶ崎ら）、⑭日本国際開発学会 優秀ポスタ
ー発表奨励賞（2013 年、田中ら）など多数。 
(4) 学術成果の発信：所属学会での発表は当
然ながら、国内外での研究集会、高校・大学
での特別セミナー、市民向けセミナーなど
様々な機会を設定して研究成果を国内外に
発信した。国際的な発信を意識し開催した学
術集会としては、①France-Japan Joint 
Symposium on “ Landscape in the 
Anthropocene"（2016 年、高等社会科学研究
院、パリ市）、②International Seminar on 
“Traditional Knowledge and Heritage of 
South Asia” (2016年、ロータク市・インド)、
③International Symposium on“Livelihood 
and Agriculture under Variable 
Environment in North Central Region of 
Namibia” (2016 年ウィントフック市・ナミ
ビア)、④第 179 回学振ナイロビセミナー：
在来知の再評価とアジア・アフリカ協働によ
る砂漠化対処および地域開発アプローチを
探る (2016 年、ナイロビ市・ケニア)、⑤
Japan-BecA-ILRI Hub Seminar (2016 年、ナ
イロビ市・ケニア)、⑥Joint seminar：What 
we learnt from the interrelations between 
livelihood and ecological environment in 
arid and semi-arid Africa（2015 年、アフ
リカ世界研究所、パリ市）、⑦日中合同ワー
クショップ：中国旱作農業の歴史に学ぶ：黄
土高原を中心に（2015 年、総合地球環境学研
究所、京都市）、⑧International Workshop on 

'Livelihood and Landscape Management in 
Trans-Indian Ocean Perspective with 
Special Reference to Tanzania, Indonesia 
and Vietnam’（2015 年、京都大学、京都市）
などがある。 
(5)社会実践への展開：学術研究の成果を社
会実践へと展開した例として、一般般財団法
人・地球人間環境フォーラムとソコイネ農業
大学社会人間科学部と連携しての国際協力
機構・草の根パートナー事業「タンザニア東
部ウルグル山域におけるバニラ産地の形成
と生計向上（2017 年 3 月～2020 年 2 月）」の
案件形成を行い、活動を進行中である。 
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